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年の 1,239 千円から、明治 10 年には 6,694 千円まで増加している（三瓶［1941］）。この


























1851(嘉永 4)年  0 石見国津和野藩士、清水格亮の次男として出生 
1854(安政元)年  3 山辺家養子となる 
1877(明治 10)年 26 旧藩主亀井家嫡子・茲明の英国留学に随行して渡英 
   ロンドン大学に入学 
1879(明治 12)年 28 渋沢栄一からの依頼で紡績技術者に転身 
   キングス・カレッジで学びながら、紡績工場で技術実習を行う 
1880(明治 13)年 29 英国より帰国し、大阪紡績の設立準備に当たる 
1882(明治 15)年 31 大阪紡績設立、工務支配人となる 
1883(明治 16)年 32 第１工場落成、昼夜 2 交替制の生産が始まる 
1892(明治 25)年 41 第１、第２工場全焼 
1895(明治 28)年 44 取締役に就任する 
1898(明治 31)年 47  取締役社長に就任する 
1906(明治 39)年 55 金巾製織を合併 
1914(大正 3)年 63 大阪紡績と三重紡績が合併、東洋紡績設立、初代社長となる 
1916(大正 5)年 65 東洋紡績社長退任、相談役となる 
1920(大正 9)年 69 死去 
 





















































































年次 繰綿（千円） 綿糸（千円） 綿布（千円） 合計（千円） 対輸入総額（%）
1868（明治元）年 422 1,240 2,659 4,320 39.3
1869 年 1,088 3,418 2,777 7,283 34.3
1870 年 628 4,522 3,102 8,252 24.1
1871 年 207 3,520 5,721 9,448 42.2
1872 年 86 5,335 5,214 10,635 39.4
1873 年 264 3,400 6,521 10,185 34.2
1874 年 1,091 3,573 5,705 10,370 42.9
1875 年 109 3,346 4,629 8,084 31.6
1876 年 664 4,156 5,593 10,412 39.7
1877 年 399 6,694 4,724 11,818 32.0
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表2 大阪紡績の業績（単位千円） 
年度 売上高 利益 配当率 設備 備考 上 下 紡機 織機
1883（明治 16) 51 11   6 10,500   7 月開業 
1884 249 87 18 18     4 月全運転 
1885 311 41 10 12       
1886 506 120 8.5 16 31,320   第 2 工場運転 
1887 885 348 26 34       
1888 1,044 377 36 30       
1889 1,373 317 27 20 61,320   第 3 工場完成 
1890 1,800 151 13 8   333 大阪織布買収 
1891 18,827 144 9 10       
1892 2,043 293 15 9 30,000   第 1、第 2 工場全焼 
1893 1,606 195 10 12   335   
1894 2,563 233 15 9 55,536 579 復旧工事 
1895 2,823 346 15 18 56,424   丈夫、取締役就任 
1896 2,940 278 15 15       
1897 2,956 196 15 7       
1898 3,305 102 7 4     第 3 代社長に就任 
1899 3,734 208 10 15 55,344 700   
1900 3,978 △ 84 0 5       
1901 4,114 142 5 5   1,200   
1902 5,497 51 5 0       
1903 5,690 144 0 5   1,232   
1904 7,241 561 5 9   1,200   
1905 7,935 664 20 25   1,754   
1906 10,071 869 20 20 102,616 2,920 金巾製織合併 
1907 12,312 1,107 20 20 117,456 2,928 白石紡績買収 
1908 13,644 591 12 12   3,146   
1909 14,531 747 12 12 134,976 4,146 四貫山工場拡張 
1910 18,293 582 12 10   4,610 川之石織布工場 
1911 20,841 480 10 10       
1912 20,544 810 10 12   4,614   
1913（大正 2） 26,249 1,317 14 14 150,176 4,538 川之石第 2 工場 
1918 
（6 月まで） 















































1859(安政 6)年  0 伊予国西宇和郡川上村の庄屋、菊池泰成の三男として出生 
1872(明治 4)年 12 吉田藩士郡奉行・鈴木勝吉の養子となる 
    同藩の学問所・文武館に入学 
1879(明治 12)年 20 工部大学校機械工学科に入学 
1885(明治 18)年 26 海軍省横須賀造船所設計部に勤務 
1886(明治 20)年 27 海軍省を辞職、大蔵省大阪造幣局に勤務 
   英国留学を条件に紡績技術者として平野紡績へ入社 
1887(明治 21)年 28 マンチェスター・テクニカル・スクールで学びながら、 
紡績工場で技術実習を行う 
   英国より帰国、平野紡績の支配人兼工務部長に就任 
1888(明治 22)年 29 尼崎紡績支配人兼工務長に就任 
1889(明治 23)年 30 摂津紡績工務長支配人に就任し、3 社の技術責任者を兼務する 
1901(明治 34)年 42  尼崎紡績社長に就任 
1902(明治 35)年 43 摂津紡績が平野紡績を吸収合併 
1915(大正 4)年 56 摂津紡績社長に就任 
1918(大正 7)年 59 尼崎紡績と摂津紡績が合併し大日本紡績設立、初代社長となる 
1924(大正 13)年 65 三十四銀行頭取に就任 
1933(昭和 8)年 74 三十四、山口、鴻池、３銀行の合併により三和銀行設立、 
取締役に就任 
1942(昭和 17)年 83 死去 




















































２． 3 社兼務の技術者時代 
（１）平野紡績の設立 
 1890（明治 23 年）年から前後３年は、大阪紡績の成功を受けて紡績業の設立ブームが




表３ 明治 23 年前後における本邦綿糸紡績業発展 
年度（年） 会社数
払込資本金 錘数 織布台数 労働者数 綿糸輸入 綿糸輸出
（千円） （千錘） (台） （人） （千円） （千円）
1887（明治 20） 19 - 70 70 - 8,265 -
1888  24 - 113 200 - 13,672 -
1889 28 7,499 115 400 - 12,593 -
1890 30 8,737 277 400 - 9,988 2
1891 36 8,477 353 620 19,067 5,632 8
1892 39 11,223 385 670 20,370 7,253 8
（出所）三瓶[1941]、75 頁 
 







 1888 年 11 月、帰国した恭三は、2 代目社長の金沢から支配人兼工務長に任命された。









5 月、第 1 工場の本格操業に至ったのである。同社は大阪紡績を見習って、1 万錘以上の



























津紡績が平野紡績に 600 円、尼崎紡績に 700 円支払うことで話がまとまった。 
 Hosei University RepositoryUniversity Repository
 14





表 4 ３紡績会社の設備拡張 
西暦 尼崎紡績 摂津紡績 平野紡績 
紡機（錘） 設備拡張 役職 紡機（錘） 設備拡張 役職 紡機（錘） 設備拡張 役職 
1887(明治 20)年               創立 8 月入社、工務
部長 
1888               第一工場起工 支配人兼工務
部長 
1889   創立 7 月技師長、尼紡
と兼任 
  創立   4,992 第 1 工場開業   
1890     工務支配人兼技
師 
   5 月技師長、他 2
社と兼任 
11,520 第１工場増設   
1891 9,216 ２月第一工場開業   19,000 11 月第 1 工場
開業 
        
1892 11,520 第一工場増設               
1893     取締役兼技師長       24,880 第 2 工場完成 顧問 
1894 27,036 第 2 工場完成   35,328 第 2 工場稼働 工務支配人       
1895             27,648 第 2 工場拡張   
1896                   
1897 45,212 第 3 工場完成       取締役       
1898           常務取締役 38,400 野田紡績を合併 辞任 
1899       52,912 第 3 工場完成         
1900                   
1901   本社事務所完成 取締役社長             
1902       97,480 大和紡績・平野
紡績合併 
  38,400 摂津紡績に吸収合
併 
  
1903              
1904             
1905             
1906             
1907         郡上紡績合併   
1908 66,780 東洋紡職合併し
津守工場に 
        
1909       127,480 明石工場稼働   
1910             
1911             
1912 100,992 津守第 2 工場完
成 
  150,364 高田工場稼働   
1913（大正 2）年       176,364 大垣工場、高田
第 2 工場 
  
1914 218,652 東京紡績合併         
1915       206,316   取締役社長 
1916 338,636 日本紡績合併         
1917             
1918 348,124 摂津紡績と合併、
大日本紡績設立 
  215,760   尼崎紡績と合併、
大日本紡績設立
（出所）新田 [1948]、藤本 [2001]、ユニチカ[1991]より作成 
 
（４）3 社兼任の技術責任者 
 恭三は平野紡績、尼崎紡績、摂津紡績の 3 社で、技術責任者を兼任することになった。
1890（明治 23）年、これら 3 社と恭三の間で、留学費の分担や身分の取り扱いについて
約定書が交わされた。さらに、個々の会社と恭三の間でも、会社都合による契約解除の場
合は、6 カ月前に予告するか、6 カ月分の予告手当を支払うといった内容の辞職解任約定書
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が交わされている。 







 平野紡績では 1893（明治 26）年に第 2 工場を建設し、95 年にはこれを拡張して 27648
錘となった。さらに 1898 年には野田紡績を合併し 38400 錘に達した。このような規模拡
大を成功させた立役者は恭三であったことは間違いない。社長の金沢は 1 カ月に 1、2 回
会社に顔を出すだけで、経営は支配人の恭三に任せっきりであった。それにもかかわらず、
「技術家は重役たるべからず」という勝手な社憲を作って、冷淡な態度をとっていた。 


































 1896（明治 29）年､恭三は英米へと旅立った。この洋行の主目的は尼崎の第 3 工場の機























 大日本紡績の初代社長に就任した恭三は、積極的な企業家活動を展開した。第 1 に、紡
績専業者として初めて中国で現地生産を始めた。国内賃金の上昇と中国関税の引き上げな
どの理由から、1919 年に青島に工場を建設した。第 2 に、1916 年に尼崎紡績によって設
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の 3 年後の 1936 年に、大日本紡績の会長を退き、経営の第一線から身を引いたのだった。 
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